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8５ 

液体及び気体から連想される

英語動詞群の意味分析

伊藤幸一

はじめに

気体や液体の移動に関しては，固体との類似・平行を見て取れるけれど，例

外的言及は別として「動くことを連想させる英語動詞群の意味分析」では考察

しなかった。「動かすこと及び物理的変化を連想させる英語動詞群の意味分析」

では液体，特に水，気体，特に空気に関しては別途にまとめる方が良いと考え，

なるべく言及を控えた。それぞれの分析の『はじめに』述べたことの一部を引

用して確認すると本稿の主旨が明らかとなる。

物の動きや変化を観察して承ると，特に，水の特異性に気づく。日常の使用

趾，遍在性は言うまでもなく，浸透性，蒸発，凍結など，その包括性ゆえ，水

を話題にするだけでも意味論としての価値が十分あるように思える。液体だけ

でなく，気体を含めての流動体の代表である。

いわゆる物としては見ずらい空気の存在も気になる。一般的には視覚に訴え

ないこともあり意識されないが，混合気体であり阯水とは違った意味で包括的

である。水における波は，空気では風と言えるが，波で伝わる音と同様に，光

や熱や煙の源になる火のことも考えざるを得ない。

水と空気に，それぞれ，液体と気体の特徴を読み取り，更に，流動体自身の

特異性や共通点を求めることになる。両者は今や汚染の問題を抱えているが，

大地を取り巻く水，空気，そして火を対象とすることになると，くしくも本稿

は，いわゆる四大の，ある側面を考察することにはならないだろうか。

むしろ自然の中での流動体の動きを順次，便宜的に『液体」と『気体』の下

に分類し，分析するが，『まとめ』では，より広く，固体を含めての変化を考察

する。該当する英語表現は一度記すだけに止どめたいが，重複せざるを得ない
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8６ 

物もある。いちいち指摘しないが，比噛表現，あるいは拡大表現であろうと思

われる物も重要ならば記す。

固体との類似・平行を見て取れ，上記の二分析とは重複する部分もあること

は，既に指摘した。また/基礎加熱料理語薬と交錯する部分もある。全般的に

名詞表現の方が認識的に優越するだろう表現もあり，そちらからの再分析の余

地もあるが「自然とその現象にかかわる名詞群分析」で分析済糸の部分は，な

るべく言及を控える。

液 体

一定の体積はあっても一定の形のない液体は，掴ふようがないが，具体的に

水なら，どうであろうか。それも，自然の中で人為的に川を堰止めて作ったダ

ムを想定するのはどうであろうか。

＜水流・波・増水＞水は高い所から低い所へと流れる。それなりの錘

が，それなりの速さで流れるのがＦＬＯＷである。その流れの速さを強調する

のがＲＵＮであろうか。ＳＴＲＥＡＭは流れが継続し，線状につながることを

強調する。それがサラサラと静かだとＢＡＢＢＬＥ，ＭＵＲＭＵＲが適用され，

激しくゴポゴポだとＧＵＲＧＬＥである。時と場所により，流れの勢いを変え

ながら山間へと流れ込む。かなりの激しさを以って注ぎ込むとＰＯＵＲであ

る。高きから低きに落ちることなので，滝を意味するＦＡＬＬも適用される。

山間の本流を堰止め貯水するのはＤＡＭである。流れを止めるのはＳＴＥＭ

であるが，水自身は淀むことになりＳＴＡＮＤが適用される。その前に，流れ

の速度を弱めるＳＬＡＣＫＥＮの状況があるだろう。このままなら増水の一途を

辿ることになる。水位が上昇するのはＲＩＳＥである。時に，急な増水は，み

る染る下から盛り上がるので，膨張や「うねり」を意味するＳＷＥＬＬも適用

される。

おおよそ静かな水面も，風が吹<と波立ちＵＮＤＵＬＡＴＥが適用されること

になる。小さな波が起きるのはRIPPLE,ＤＩＭＰＬＥであるが,激しくＳＵＲＧＥ

して岸までＲＯＬＬして行き，そこでＢＲＥＡＫ，激しく水しぶきを飛ばすと

SPLASHである。そして岸辺にヒタヒタ打ち寄せるのはＬＩＣＫであり，ピチ

ャピチャならＬＡＰであろうか。激しさに違いはあれ，岸辺を洗っているよう

にも見えＷＡＳＨも適用される。更にＢＡＴＨＥも挙げておこう。ついでながら
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ＦＯＡＭは一般的に泡立つことである。また，激しい乱流は渦を巻きＳＷＩＲＬ，

ＷＨＩＲＬが適用されるが，渦そのものを強調するとＥＤＤＹである。言うまで

もなく，以上どれも，水が流れている場合には当然，起きる。より一般的に，

掻き回したり，乱したりはＳＴＩＲ，ＡＧＩＴＡＴＥである。

一般的に，満たすのはＦＩＬＬであるが，淵まで，と強調するとＢＲＩＭが適

用される。越える意のＯＶＥＲＲＵＮは溢れ出ることを暗示するが，真に，溢

れ出るのはOVERFLOWである。一杯になって,こぼれるというならSPIＬＬ

が適用されても良い。盤然と，滝のように流れ階ちれぱ良いが，いわゆる堰を

切ると，然るべき所でない所にまで水が広がる。ＥＸＰＡＮＤ，ＳＰＲＥＡＤ，

ＳＰＲＡＷＬなどが挙げられるか。

水浸しとなりＦＬＯＯＤが適用される。海など，潮が満ちて来ることにも，

既出のＦＬＯＷと共に用いられるので，その様子は想像に難くない。このよう

に川など溢れ出して，ということならＩＮＵＮＤＡＴＥも適用される。更に，大

雨による氾濫をI暗示するのがＤＥＬＵＧＥであろう。

濁流となって何もかも巻き込象，沈めてしまうのはＯＶＥＲＷＨＥＬＭであ

り，一挙に飲承込むのはＥＮＧULF，ＳＷＡＬＬＯＷであり，押し流して一掃し

てしまうのはＳＷＥＥＰである。静かになってもＤＲＯＷＮ，ＢＡＴＨＥが適用

されるだろう。人々は文字通り泥沼にはまって，身動きが取れない状態にさせ

られる。これにはＭＩＲＥ，ＳＷＡＭＰ，ＢＯＧなどが適用される。水が引くのは

ＤＲＡＷ，海などの場合はＥＢＢであるが，水がはけるのはＤＲＡＩＮである。

それまで待つか。尤も，これには水をはかす意もあり，目的は違っても次に示

す取水の方法はどうであろうか。

このようなことがないようにダムは本来，考え出されたのであり，当然オー

バーフロー防止がなされている。また，水道水を過不足なく得られるようにも

意図されており，取水が然るべく行なわれている。ＳＩＰＨＯＮＰＵＭＰなどが

適用される。

＜放流・比重＞そして，状況に応じて，堰の然るべき高さから放流もな

される。理論的には，その位置まで水位が下がることになる。これにも既出の

ＦＡＬＬが適用される。

排出口を設けて出すのはＶＥＮＴであるが，故障でなのか，隙間から漏れて

いるような状況もある。ジワジワ染象出るのがＯＯＺＥである。ＥＸＵＤＥも挙

げておこう。滴り落ちるのはＤＲＩＰでありＤＲＯＰも適用して良いか。壁を伝
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わって滴り流れるのはＴＲＩＣＫＬＥである。少し１１１１Ｊが大きくなると，水圧に

よって，飛沫を送らせることになりＳＰＵＲＴが適用される。水鉄砲のようで

あればＳＱＵＩＲＴであり，トウトウと噴水のようであればＳＰＯＵＴである。

更に大きく口を開ければ，IllXl1{油井のようでＧＵＳＨということになる。短時

ならばＦＬＵＳＨも適用される。後は既出のＰＯＵＲなど，冒頭に掲げた表現

へとつながって行く。これも度を越せば，オーバーフローの場合と同様に，氾

濫を起こすことになるのは言うまでもない!)。

放流された水は水路をljUり開いて行く。ＣＨＡＮＮＥＬが適用されるか。水路

そのものを強調すればＣＯＵＲＳＥであろうか。あちこちにＳＷＥＲＶＥ，ＤＤ

ＶＩＡＴＥしながら，ゆっくりとＴＷＩＳＴ，ＭＥＡＮＤＥＲして進むのである。

他の流れとＪＯＩＮ，ＭＥＲＧＥすることで，ある意味ではＣＯＮＶＥＲＧＥして

大河となり，海へと注ぐ。ところで，水門を設け，人工水路に流し出すのは

ＳＬＵＩＣＥであり，運河を作ることはＣＡＮＡＬＩＺＥである。川の流れを，そら

すことになればＤＩＶＥＲＴであり，それを分岐すると見ればＤＩＶＥＲＧＥであ
る。

水を撒くのはＳＰＲＩＮＫＬＥであり，特にホースを使って行なえばＨＯＳＥで

あるが，それに似て，川の流れは大地を猫慨する。ＩＲＲＩＧＡＴＥが適用され

る。ＷＡＴＥＲも挙げられるが，水，本来の意義は，ここに代表されるという

のだろうか。

また，水の流れは浸食作用を持っていてＥＲＯＤＥが適用される。繰返し

ＷＡＳＨも挙げざるを得ない。上流の急流では，その暇もないが，流れが収ま

ると微細な粒子も沈澱し，堆積させる。DEPOSITであるが，この状況には

SETTLEも適用される。沈泥は，時に，流れをふさぐ。これには，その沈泥

の意を持つＳＩＬＴが適用される。ついでながら，水底を波う必要も出て米るが
ＤＲＥＤＧＥである。

つまり，比重の少しでも大きい物は沈むということである。ＳＩＮＫが適用さ

れる。比重の小さい物は川底に巻き込まれてもＲＩＳＥして水面に現われる2)。

ＳＵＲＦＡＣＥであり，浮くことを暗示する。明確に，浮くのはＦＬＯＡＴであ

る。それが漂ようことになるとDRIFTが適用される。ついでながら，比重に

関係なく水面から現われ出るのはＥＭＥＲＧＥである。

＜浸透・蒸発＞ダムの水位は取水や放流をしたくても下がる。地下に染

象込象，漏れるからである。ＥＳＣＡＰＥも適用されるが，漏れるのはＬＥＡＫ，
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SEEPであり，漏れ出すことだけでなく，染染込むことも意味する。ＦＩＬＴＥＲ

ＰＥＲＣＯＬＡＴＥは染み込ませるだけでなく，濾過することも意味する。濾過

されて地下水となった後，湧水となって再び地表に現われ出る。ＳＰＲＩＮＧ，

ＷＥＬＬが適用されるか。湖や川の源泉となることもあるが，地質によっては

沼や湿地帯となるか。

このように水には浸透する性質があり，水をＲＥＰＥＬすれば別だが，物を

濡らし，あるいは湿らす。一般的にはＷＥＴが適用される。乾燥していない

ことを強調するのがＭＯＩＳＴＥＮであろうか。結果的に，かなり湿っている，

あるいは濡れていることを暗示するのがＤＡＭＰ(ＥＮ）であろう。もうこれ

以上，含めない飽和状態になっているのがＳＡＴＵＲＡＴＥである。その程度を

越えて，ビショ濡れになっているのがＤＲＥＮＣＨであろう。

このような状況にするには水の中に突っ込めば良い。ＰＬＵＮＧＥが適用され

る。一部分あるいは瞬時，漬けるのはDIP，ＤＵＮＫであろう。水面上に出て

いる部分を瞬時，水に沈めるのはＤＵＣＫである。全体を水に沈めることを強

調するとＩＭＭＥＲＳＥである。それも，水中深く沈めて置くのはＳＵＢＭＥＲＧＥ

であろう。ＤＯＵＳＥ,ＳＯＵＳＥは水を掛けることも意味するか。

どちらかと言えば，吸収したことでビンョ濡れであることを暗示するのが

ＳＯＰであろうか。吸い取ることだけならＢＬＯＴ，ＳＰＯＮＧＥを挙げられる。

ＳＯＤDENは「ふやける」ことも暗示するか。「ふやかす」あるいは柔らかく

するのはＭＡＣＥＲＡＴＥであり，水で戻すことも意味する。柔らかくするのは

ＳＯＦＴＥＮでもある。これらには一般的にＳＯＡＫが適用されるだろう。

ＳＴＥＥＰは更に，何かを浸出させることや，潰け込むことも意味する。お茶が

出るのがＤＲＡＷであり，色が鯵むのがＲＵＮであり，漬物を漬けるのは

PICKLEでもある。柔らかい紙だと溶けてドロドロになる。ＰＵＬＰが適用さ

れる。

ここまで来ると，水の溶剤としての側面を考えざるを得ない。砂糖や，粉末

ジュースなど，水で溶かすのはＤＩＳＳＯＬＶＥである。一般的に，溶かすこと

にはＭＥＬＴが適用される。カルシウム，マグネシウムなどを多く溶かし含む

硬水は，石鹸を泡立てないので洗濯には適さないs)。ついでながら，水で薄め

るのはＤＩＬＵＴＥであるが，再びＷＡＴＥＲを挙げざるを得ない｡これも水の

重要な意義なのであろうか。希釈し過ぎると，いわゆる水っぽくなってしま

う。ＤＲＯＷＮが適用されるか。
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ここまでに指摘した水の性質を総括すると，洗うことにつながらないだろう

か。これらの，どの性質も，水温が高ければ高い程，効力がある。一般的に，

洗うことは，繰返さざるを得ないＷＡＳＨである。石鹸を使っての場合は

ＳＯＡＰである。ついでながら，石鹸が泡立つことには，特にＬＡＴＨＥＲを挙

げておこう。その泡や石鹸分を落すことも含め，ゆすぐのはＲＩＮＳＥである。

ケガの傷にＩの洗浄を含め，洗い清めるのはＣＬＥＡＮＳＥである。一般的に，き

れいにすることにはＣＬＥＡＮが適用される。

洗濯というのは，洗って乾かすまでを含まないだろうか。一般的に乾燥させ

ることにはＤＲＹが適用されるが，一見，濡らすことの反対であると考えられ

る。空気中に放置するだけでも良いが，然るべく加熱することで促進される。

水分を蒸発させることであり，極端な場合には，粉末のドライミルクを得るこ

とになる。食品の保存に関してはDESICCATEの方が適切であろうか。ある

いは，文字通り水分を奪うことを意味するＤＥＨＹＤＲＡＴＥも適用される。

ついでながら，ＷＡＳＨが､l能かどうかということは，乾燥後，縮まないか

どうかということである。一般的に，水は物を「ふやかす」が，乾燥後，縮ま

せる。革など，典型的であり，ＳＨＲＩＮＫなどが適用される。障子張りの仕上

げの霧吹きば，これを利用している。また，血など固まるのはＣＯＮＧＥＡＬで

あるが，接着用の糊は，その結果，用を足すことになる。そして，ドライミル

クのことも考え合わせると，乾かすことは濡らすことの反対だけではなさそう

である。

ダムの水位は蒸発によっても，かなり下がる，と言いたかったのである。気

温が高ければ，より激しいが，ＥＶＡＰＯＲＡＴＥ，VAPORIZE，ＧＡＳＩＦＹな

どが挙げられる。雨上がりに太陽が照って，地面や水面から蒸発した水蒸気が

湯気となって立ち登るのを見る。ＳＴＥＡＭが適用される。「焼け石に水」をも

思わせる。雲間からの太陽光線が，はっきりと束をなし，えも言えぬ光景を見

せるのは，この時であろう。それとも空には虹が掛かるだろうか。

体気

一定の体積も形もないので，液体よりも掴みようがない。液体における水の

位置は，気体においては空気が占める。まずは，説明の都合上，『液体」で水が

蒸発した後の水蒸気の行方を追うことにする。
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＜鰯・霜・雨＞水蒸気は空気の重要な成分の内のひとつである。地面や

水面から蒸発した水蒸気が多くなると，水が介入したのと同じ効果を物に与え

ることがある`)。湿らすだけではない。

気温が急に下がると室内でも水蒸気が飽和状態になり，細かな水滴を形成，

窓ガラスなどに付き曇らせる。汗をかいたようでＳＷＥＡＴが適用される。戸

外でも夜や朝方，冷えて草や木に露を結ぶ。ＢＥＡＤが適用されるか。ＢＥＤＥＷ

は濡らすことを強調している。大拘的に大地の近くの空気中で凝縮すれば霧に

なる。まずはＨＡＺＥが適用されるだろう。今，述べたガラスを曇らせること

も意味するＭＩＳＴ，ＦＯＧも挙げざるを得ない。気１１『lが更に下がると，露は瀞

になりＦＲＯＳＴが適用されるか。霧はダイアモソドダストに変身，呼気さえ

も其白く凍てつく。

また，上空まで昇って冷やされると，雲を形成する。ＣＬＯＵＤは一般的に曇

らせることであるが，雲が地平線上にモクモクと横糸重なるのはＢＡＮＫであ

る。更に上空に登って凍結することもある。それぞれ，重力によって地表に向

かって落下する。一般的にはＧＲＡＶＩＴＡＴＥが適用されるが，大気中におい

て沈澱するのはPRECIPITATEである。具体的な落下物を強調すればＲＡＩＮ

ＳＮＯＷ，SLEET，ＨＡＩＬなどが適用される。

しかし，太陽の影響で気温が上がると，これらは水蒸気に逆戻りして消散す

ることもある。風が吹いて飛ばされることもあろう。一般的に，分散させるの

はＳＣＡＴＴＥＲであるが，ここではDISPERSE，ＤＩＳＳＩＰＡＴＥを挙げてお

こう。対象となるのは後述する煙なども含め，浮遊物のように軽い物だけでは

ない。ついでながらＤＩＳＰＥＬも挙げておこう。

小雨や雪がバラつくのは，水を撒くようでか，ＳＰＲＩＮＫＬＥが適用される。

ＳPITも挙げられる。パラペラと音を強調しているのがＰＡＴＴＥＲである。

雨や綾など，激しく叩き付けるのはＰＥＬＴであり，あるいはＷＨＩＰも適用

されるか。バケツを引繰返したような場合は，文字通りＢＵＣＫＥＴが適用さ

れる。激しく降り注ぐのは，繰返し挙げられるＰＯＵＲである。ＣＡＳＣＡＤＥ

も挙げておこう。

大気に沈澱が起きる際，排気ガス，スモッグ，挨などを誘い，空気をきれい

にしてくれる。ＣＬＥＡＲが適用されるか。酸性雨は困り物であるが，大地に降

り注ぎ，大地を洗うことにもなる。繰返しＷＡＳＨを挙げざるを得ない。後は

『液体』の冒頭へと状況はつながって行く。
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＜気流・風＞説明の都合上，後回しになったが，当然『気体』の冒頭で

言及して然るべきことであろう。大地を覆うように存在する空気は，気流とし

て，気圧の高い方から低い方へと全般的に流れる。水の流れと同様にＦLOW）

ＳＴＲＥＡＭなどが適用される。時として，大地の窪柔や穴に澱むことがある。

それも有害な気体だったりして，澱むことは，むしろ嫌われる5)。

密閉された部屋は，時に窓を開け，空気を入れ換える。場所によっては，排

出ロを設け換気扇を使う。ＦＡＮが適用されるか。煙突を設ければＦＵＮＮＥＬ

であるG)。外気が自由に入る場合は，内部の空気を出すだけで換気は行なえ

ＥＸＨＡＬＥが適用される7)。地下の工事現場などでは，内部の気圧が高くなる

程に外気を送り込む。ＣＯＭPRESSを適用して良いか。使われる道具を強調

するとＰＵＭＰが適用されるが，既述した水の場合とは方向が異なる。

どの換気の方法にもＶＥＮＴＩＬＡＴＥが適用される。通風は空冷の意も含む。

専ら，然るべき装置によって温度や湿度まで調節するのがＣＯＮＤＩＴＩＯＮであ

る。ついでながら，大地を耕したり，湯操ZAをして外気に触れさせることには

ＡＥＲＡＴＥが適用される。特に，ソーダ水を作るべく炭酸ガスを水に通すのは

ＣＡＲＢＯＮＡＴＥである。

水に波が立つように，空気には風が吹く゜一般的にはＢＬＯＷが適用される

が,かなりの風圧を暗示する。管楽器の吹奏や,「ふいご」での送風をも意味す

る。風がそよぐのは呼吸をしているようでＢＲＥＡＴＨＥが適用される。急に

プッと吹くのはＰＵＦＦであり，ｓＬが蒸気や煙を吐き出す様も意味する。急に

方向を変えることもある。ＶＥＥＲが適用される。雨などが混ざることもある

が，激しい場合はＳＴＯＲＭである。ＲＡＧＥも挙げておこう。

風も大地に影響を及ぼす。立っていられない程，激しく吹き捲ると，氾濫の

場合のようにＳＷＥＥＰが適用される。吹き飛ばされるのはゴミや炭だけでは

済まなそうだ。時には，龍巻と言わないまでも渦を巻き，水上では大波を起こ

し，舟を弄ぶ。上昇気流に乗って砂塵が上空を舞う。それ程の風でなくても木

や，木の枝や葉を揺らす。生い茂った麦畑は波を打つ8)。

風が収まっても軽い物は，水に対する如く浮いている。雲など漂ようことも

意味するDRIFTは,風が吹き寄せ,雪や落葉などを積もらせることも意味す

る。ＳＵＳＰＥＮＤ，ＷＡＦＴは微細なゴミや俟が宙に浮いていることを意味す

る。空気は，意識されないが，水と同じように動き，存在しているのである。

水の流れや波が音を伴なうように，気流や風も音を伴なう。暴風が怒号する
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のはＲＯＡＲであるが,雷などにも適用される。強風が瞼ろのIまBELLOWで

あり，ヒューヒュー吹くのはＨＯＷＬであり，ピューと吹くのはＷＨＩＳＴＬＥ

であろう。木含の間でざわめくのは，せせらぎと同じＭＵＲＭＵＲであるが，

どちらかと言えば，木の葉の音ではないのだろうか。布切れがペタパタ揺れる

のはＬＡＰ，ＦＬＵＴＴＥＲであろう。風か波か，|次き荒ぶのはＢＬＵＳＴＥＲであ

るが，ＢＯＯＭも挙げておこう。それぞれの音の波は，大気を伝わって聞こえ

て来る。

＜炎・煙＞ここまで来ると，音と同様に波を以って伝わり，その速さに

特徴を持つ光を考えざるを得ない。光も流れるのである。まずは，代表的光源

である火に関して，燃焼を取り上げよう。

澱んだ空気の話に戻る。見知らぬ洞穴などに入る場合は，着火したタイマ

ツを持って入るべきである。尤も，可燃性のガスが充満していると爆発の危険

がある。爆発するのはＥＸＰＬＯＤＥである。酸欠であれば火は消える。ＥＸ

ＴＩＮＧＵＩＳＨＱＵＥＮＣＨが適用される。ＳＭＯＴＨＥＲも挙げておこう。

一般的に，燃焼するのはＢＵＲＮであるが，明かりを点けることも意味する。

なかなか火が付かず，少しずつ燃え立つことを暗示するのがＫＩＮＤＬＥであろ

うか。一方，それでも急激に燃え立つのがＩＧＮＩＴＥであろう。可燃性ガスの

引火を思わせる。どちらかと言えば，即〆燃え立ち，火自身を強調しているの

がＦＩＲＥであり，心の内の炎までも暗示するのがＩＮＦＬＡＭＥであろうか。

炎が,はっきりしないのがＦＬＩＣＫＥＲである。ユラユラ燃えるのがＦＬＡＭＥ

であり，特にガスの燃焼を暗示するか。激しく燃えるのがＢＬＡＺＥである。

炎に注目しても，その明かるさは比例し，区別がつけ難い。バツと明かるいの

がＦＬＡＲＥであり，ギラギラ明かるいのがＧＬＡＲＥである。ＧＬＯＷも仲間

として挙げられるが，どちらかと言えば赤熱を暗示する。熱とも比例すること

になるのだろうか。火は光と熱を発するのである。ＲＡＤＩＡＴＥが適用され

る。熱源は火以外にも考えられるが，熱が空気や水に伝わると気温，水温を_上

昇させる。その意義については僅かながら既に言及した,)。また，炎もＲＡＧＥ，

ＲＯＡＲなど，風や波のような動向を示すことは想像に難くない。

火を付けることだけでなく，文字通り，辺りを明かるくすることも意味する

のがＬＩＧＨＴである。明確に，光を照らして明かるくするのはＩＬＬＵＭＬ

ＮＡＴＥ，ＩＬＬＵＭＩＮＥであろう。光源は炎以外である可能性がある。閃光を

発するのはＦＬＡＳＨであるが，雷を連想させる。雷は電気であると言って良
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い。ついでながら,電気も波を以って伝わる。火花を散らして輝くのがＳＰＡＲ‐

ＫＬＥである。遠くの星や町の灯が瞬くのはＴＷＩＮＫＬＥである'0〕･太陽が輝

くのはＳＨＩＮＥであろうか。

音，光，熱，電気などが伝わるのはＴＲＡＶＥＬであるが,伝えるのはＣＯＭ‐

ＭＵＮＩＣＡＴＥであろうか。専門的にはＣＯＮＤＵＣＴ，ＴＲＡＮＳＭＩＴが用い

られる。遮るのはＩＮＴＥＲＣＥＰＴ，ＳＣＲＥＥＮなどであり，反射するのは

REFLECTであり，吸収するのはＡＢＳＯＲＢである。そして，流れる炎も含

めて，水と同じように漏れたり，溢れたり，洪水になったりする。

ところで，火付きの良くない場合も示唆したが,一般的に炎と煙は拮抗する。

煉るのはＳＭＯＬＤＥＲである。専ら，煙を発することを強調するとＳＭＯＫＥ

が適用される。喫煙や，煉製作りも意味する。燃すことでは煉蒸の意もある

がＦＵＭＩＧＡＴＥの方が明確か。煙がモクモク出るのはＲＯＬＬである。

煙によっては有害なガスや悪臭を放つ｡/炎が光や熱と混同されるように，

煙は臭いと混同されることがある。煙というよりもスモーク，あるいは正確に

は蒸気であるが，刺激臭のあるアソモニアガスを，木材などに当てて嬬すのは

ＦＵＭＥである。またこれは広く，煙，蒸気，香気を発することも意味する１１)。

ここでＲＥＥＫも挙げておこう。

芳香を発する香水を使うことはＰＥＲＦＵＭＥである。溶剤である揮発性のア

ルコールを，更に蒸発し易くするために，噴霧することが多い。水煙を挙げる

ことも意味するＳＰＲＡＹが適用される。ＡＴＯＭＩＺＥも挙げられるが，こち

らは固体を粉々にすることも意味する。

粉状化にはＰＯＷDERも適用されるが，こちらはまた，粉を振り掛けること

も意味し，粉おしろいを付けることも含む。多く集まることで，やっと意味を

持つであろう粉状の物として，粉ジュースなど，既に言及したが，それらも流

動体の仲間に加えて良いのかも知れない咽)。より大きな粒状，豆状の物の他，

更に大きな人や車の集合体も波を作る。

より抽象的に言えば，流動体は解き放たれると広がる。化合物から気体やエ

ネルギーが遊離する場合LIBERATEが適用される。発するということでは

ＥＭＩＴ，ＩＳＳＵＥ，ＥＭＡＮＡＴＥなどが挙げられる。吐き出すと言った感じでは

EJECT，DISＣＨＡＲＧＥ，ＤＩＳＧＯＲＧＥなどであろう。広がることになると

DIFFUSEが適用されるか。むしろ覆うと言った感じはＳＵＦＦＵＳＥであろ

う。更にＰＥＲＭＥＡＴＥ，ＰＥＲＶＡＤＥは浸透する意が強く，ＰＥＮＥＴＲＡＴＥ
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}土貫く意が強いか。染象込むのはＩＮＦＩＬＴＲＡＴＥである。以上どれも，気体

以外にも適用されることは言うまでもない。

まとめ

ここまでは，流動体を『液体』と『気体』とに分類し，主に，流れて動く側

面を自然の中で捕えて来た。流動体は両方を意味するが，どちらかと言えば液

体のことであり，水あるいは水分が中心となったことには問題はなかろう。し

かし，上記の分類は便宜的とは言え，問題を残す。ここでは，その分類を越え

て，特に，変化する側面を考察する。

＜冷却・加熱＞空気中の水蒸気も含め，水よりは，むしろ水溶液あるい

は水分を多く含む物を想定して冷却することから考えてゑる。まずはＣＯＯＬ

が適用されるか。凍結する程度にまで冷やすとなるとＣＨＩＬＬである。明確

に，凍結させるのはFREEZEである。REFRIGERATEは冷蔵庫を連想さ

せる。ついでながら，霜を取るのはDEFROSTであるが，冷凍を戻すことも

意味する。解凍するのはＴＨＡＷでもある。室温に放置しても加熱しても良

い。春先の大地の雪解けや，冷えた身体を暖めることにも適用される。

加熱して暖めるのはＷＡＲＭであり，熱するのはＨＥＡＴである。そのう

ち水や水溶液だと内部から気泡が出始める。その辺りまでの加熱がＳＩＭＭＥＲ

であり，以降がＢＯＩＬである。泡を強調するとＢＵＢＢＬＥであり，あるいは

SEEＴＨＥも挙げられる。蒸発するＥＶＡＰＯＲＡＴＥは解凍の段階から既に始

まっているが，今やもう湯気を伴ない，はっきり見て取れる。ＳＴＥＡＭが適

用されるか。また，これは，その湯気を当てて蒸すことも意味する。

蒸発が進むと，煮物などは焦がすことになる。ついでながら，色々な材料

を，意図的も含めて，表面的に焦がすことにはＳＣＯＲＣＨ，ＳＥＡＲ，ＳＩＮＧＥ

などが適用されるが，むしろ焦がさずに，内部までも加熱して乾燥させるのは

ＢＡＫＥ，ＰＡＲＣＨＴＯＡＳＴなどである。料理法も連想させるが，太陽が強

く照りつける様子をも思い浮かばせる。一般的に，焦がすのはＢＵＲＮである

が，後はもう発火せざるを得ない。既述の燃焼の状況へとつながって行く。

＜液化・気化・固化＞水のかかわる状況での液化，気化，固化は，上述

したように，温度が重要な役割を担うことは言うまでもないが，一般化して

も，ほぼ同じことが言える。
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結果的に液体に変化させる意の液化はLIQUEFYである。固体からの場合
は加熱によってが多い。一般的にはＭＥＬＴであり，水などで溶かすことも意

味する。それは，どちらかと言えばDISSOLVEであろうか。ＦＵＳＥは金属

に対してであり，融合して合金にするＡＬＬＯＹも意味する。一方，気体から
の場合は冷却により，時に加圧を必要とする。一般的に圧縮するのはＣＯＭ‐

PRESSである。ＣＯＮＤＥＮＳＥも適用されるが，蒸気を雫に凝縮することや，

液体を逆に加熱して蒸発させ，濃縮することも意味する。後者はＣＯＮＣＥＮ‐
ＴＲＡＴＥでもある。

気化はＧＡＳＩＦＹあるいはＶＡＰＯＲＩＺＥであろうか。液体からの場合は，

加熱して蒸発させることであり，繰返し言及している。固体からの場合はドラ

イアイスの昇華が挙げられる。それはSUBLIME，ＳＵＢＬＩＭＡＴＥである。

固化はSOLIDIFYである。液体からの場合はJELL(-Y)，ＣＵＲＤ(-LE)，
CＬＯＴなど，挙げられるが,半固形化であると言って良いか。ＣＯＮＧＥＡＬは

どうであろうか。氷砂糖などの結晶化はCRYSTALLIZEである。気体から
の場合は，既述した上空での水蒸気の凍結が挙げられるか。

＜固体変化＞生石灰の固まりに水を加えると,粉末の消石灰が得られる。

ＤＲＯＷＮが適用されるか。また，圧力を加えて粉にすることもある。ガラス

など粉砕するのはＳＭＡＳＨＳＨＡＴＴＥＲであるが，意味合いが少し異なる

か。穀類など，隈いて粉にするのはＧＲＩＮＤである。ついでながら，粉や砂

などを筋に掛けるのはＳＩＦＴであり，籾殻やゴミを，風を送って吹き分ける
のはＷＩＮＮＯＷである。

一般的に，押し潰すのはＣＲＵＳＨであるが，水分の多い野菜や果実に対し

てであればどうであろうか。ＳＱＵＡＳＨ，ＭＡＳＨはグシャグシャ，ドロドロ

に潰すことである。レモンなどを絞るのはSQUEEZEであり，リンゴなど下

ろし金で下ろすのはＧＲＡＴＥである。ＬＩＱＵＩＤＩＺＥはジュースにすることを

意味する。後は澱すことになるか。ＳＴＲＡＩＮが適用される。PERCOLATE，

FILＴＥＲには既に言及した。ついでながら，木炭を使って水や空気を漁週す

る場合，汚れや臭いは，それにＡＤＳＯＲＢ吸着するのである。

＜撹枠＞水と油は交ざり合わないというが，乳化剤を使えば大丈夫で

ある。ＥＭＵＬＳＩＦＹが適用される。一般的に蝿拝するのはＳTIRあるいは

AGITATEであろうか。ミルクを擬拝して泡立てるのはＣＨＵＲＮであり，

パターを作ることを意味する。クリームや卵に対してはＷＨＩＰ，ＢＥＡＴが適
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用される。泡立てることではＦＲＯＴＨを敢えて，ここに記しておく1s)。

酒類などを醸造するのはＢＲＥＷであり，ＤＲＡＷと共に，お茶を入れるこ

とも意味する。発酵させるのはＦＥＲＭＥＮＴであるが，その際に泡立つのは

EFFERVESCEである。ＳＰＡＲＫＬＥと共に炭酸で泡立つことも意味する。

液体表面の浮遊物を掬い取るのはＳＫＩＭであるが，上澄象を掬うことも意味

する。共に上層が話題となるが，処理が容易だからであろうⅢ)。ワインの上澄

糸を注ぐのはＤＥＣＡＮＴである。

煮詰めて得るエパミルクは，蒸発させるＥＶＡＰＯＬＡＴＥを強調していて，

ただ糖分が加わっていることだけが異なると考えられるコンデンスミルクは，

濃縮するＣＯＮＤＥＮＳＥを強調しているのだろう。それならドライミルクは，

すっかり乾燥させるＤＲＹを強調しているのだろう。蒸発した蒸気を冷やし

て凝縮させるのは蒸留でありDISTILLが適用される。酒類のもうひとつの

作り方でもあり，濃度が高いことを特徴とする。水割りにするのはＤＩＬＵＴＥ

である。

エスプレッソコーヒーは蒸気を用いて蒸して入れる濃いコーヒーであるが，

一般的にコーヒーを沸かして入れることにはＳＩＰＨＯＮ,PERCOLATE,ＤＩＰ

などが適用される。いつの間にか飲物の話になって，少し具体的に過ぎるのか

も知れない。しかし，本稿全般を見渡すと，最初に予測していた程には特殊で

も，閉じてもいない意味領域である。漏れてしまった下位範畷もあろう。また

の機会に譲る。

注

1）このパラグラフは，目に涙が溜まり，溢れ，頬を伝わって流れる様や，ケガなど

して血が出る様を想定していると見ることも出来る程である。

2）流れの中でも，その他，「動くこと」や「動かすこと」を連想させる動詞群のか

かわるような動きも見ることが出来る。

3）石鹸には種類があるし，硬水も軟化剤を使用すれば大丈夫である。柔らかくする
意のＳＯＦＴＥＮは既に記した。

4）以降，このような表現を用いて，該当する英語表現の記載の重複を避ける。

5）水とは異なり，重要な気体，例えば酸素や燃料用ガスなどは，液化して体積を減

らし，ボンベに貯えて使用する。液化については『まとめ』を参照されたい。

6）漏斗の向きは液体などに対するのとは正反対である。排出口からの流出は『液体』

で既に述べた。通りの良し悪しにはＤＲＡＷが適用される。

7）対象は，汚ない空気と言えるが，具体的には挨や，後述する煙や臭いなどであろ

うか。

8）このパラグラフは「動くこと」「動かすこと」を連想させる動詞群の下位範畷の
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うち，特に，揺れること，飛ぶことがかかわる。

前述した大気の沈澱物にかかわる冷却と共に，後で『まとめ』ることにする。

大気が流れていることや，光が波によって伝わることを示す証拠であるという。

理科の実験室等，化学薬品を使用する場所の独特の臭いは，これに由来するか。

火山の爆発を考えて承たし､。本稿がかかわる多くの物を噴出する。

泡立つことのうち，波，石鹸，沸騰に関しては既に言及した。

一方，既に述べたが，水底を渡うのは大変であろう。共にＳCOOP，SPOONな

どを連想させる。とは言え，海面上に流出した石油は大変である。

の
の
り
の
＄
の
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１
１
１
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